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収
集
戸
数
が
平
均
化
し
、
作
業
能

率
が
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、

外
の
粛
に
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
町
内
会
が
、
間
同
日
収

集
と
な
れ
ば
出
す
臼
の
ト
ラ
ブ
ル
い

も
な
く
な
り
ま
す
。

銭
開
問
変
更
後
の
収
集
時
間
は
変

わ
り
ま
せ
か
。

開
陣
織
常
収
集
経
絡
が
変
わ
る
の

で
、
時
間
が
定
着
す
る
ま
で
は
、

こ
か
汚
ぐ
ら
い
か
か
る
も
の
と
み

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
み
を
出

す
時
尚
は
、
収
集
門
口
の
当
尽
の
午

前
八
時
三
十
分
ま
で
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
引
き
続
き
、
こ
の
時
間

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
生
活
か
ら
出
る
ご
み
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
年
間
中
ハ
万
四
百
ト
ン
(
小
学
校
ブ
ー
ル

百
六
十
一
杯
分
)
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
、
処
理
す
る
た
め
に
十
七
億
円
の
お
金
を
か
け
て
い
ま

す
。
一
軒
当
た
り
に
す
る
と
、
一
年
間
に
九
百
十
一
キ
ロ
守
(
一
日
二
千
四
百
九
十
五
一
1
)
の
ご

み
が
出
さ
れ
、
二
万
一
一
一
千
六
百
四
十
五
円
ご
臼
六
十
五
月
)
の
お
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
ご
み
を
集
め
る
た
め
に
、
収
集
車
が
一
日
一
一
一
回
か
ら
四
回
市
内
を
走
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
費
節
約
と
能
率
を
少
し
で
も
よ
く
し
よ
う
と
、
ま
ず
第
一
段
福
と

し
て
、
十
二
月
二
日
か
ら
、
も
え
る
と
み
の
収
集
臼
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
良

の
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た
清
掃
別
収
集
と
収
集
体
制
で
す
。
市
民
区
ご
と
に
ま
と
め
、
収
集
寧
を
集
策
問
も
え
な
い
ご
み
の
収
集
臼

行
政
は
、
ど
こ
の
市
で
も
大
き
な
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
提
言
を
中
配
車
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
変
更
は
な
い
の
で
す
か
。

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
な
が
ら
、
見
直
し
と
検
の
節
約
や
作
業
能
事
な
ど
の
効
率
課
長
も
え
な
い
ご
み
も
、
い
ず

平
塚
市
で
は
、
今
年
十
月
か
ら
討
を
重
ね
て
き
た
結
巣
、
ま
ず
第
が
よ
く
な
る
た
め
で
す
。
れ
収
集
臼
の
変
更
を
し
た
い
と
考

大
神
に
、
全
自
動
遠
藤
焼
式
の
一
投
機
と
し
て
、
も
え
る
ご
み
の
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

新
し
い
処
理
施
設
を
、
昭
和
六
十
収
集
日
柔
愛
す
る
こ
と
に
な
り
わ
る
の
か
、
高
橋
環
境
衛
生
業
務
も
、
も
え
る
ご
み
の
収
集
日
の
定

一
二
年
春
の
完
成
目
指
し
て
媛
設
を
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
分
課
長
に
い
ろ
い
ろ
話
を
開
き
ま
蕃
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
最
散
し
て
い
た
ご
み
収
集
区
域
を
地
し
た
。
媛
間
新
し
い
分
別
収
集
平
塚
方

終
処
分
晶
は
、
土
屋
地
区
遠
藤
原
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式
の
モ
デ
ル
地
区
の
実
施
状
況
は
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弘
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h'コ
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同
時
円
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F

?

包
む
円
以
山

'f

に

造

成

し

、

昨

年

四

月

か

な

り

一

事

算

ヰ

韓

議

与

し

て

脅

尋

を

ど

う

で

し

ょ

う

か

。

q

干

し
て
い
ま
す
。
A
議

、

十

年

か

ら

縁

義

昭

和

五

十

八

年

か

ら

始

め

十
五
年
間
聞
に
わ
た
り
、
一
応
私
た
質
問
も
え
る
ご
み
の
収
集
日
の
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
一
て
、
年
毎
に
、
モ
デ
ル
地
返
を
増

ち
の
出
す
ご
み
の
処
理
施
設
は
心
変
更
は
全
市
が
対
象
で
す
か
。
部
地
域
は
、
結
果
的
に
従
来
と
向
や
し
、
現
在
は
十
自
治
会
の
協
力

配
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
課
長
全
市
を
一
ニ
地
区
(
月
・
じ
曜
日
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

そ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
が
分
木
)
、
(
火
・
念
、
(
水
*
土
)
に
す
。
ま
で
、
資
源
再
挙
じ
み
の
増
加
、

円

i
d手
t
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t
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t
i
t
i
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J
質
問
収
集
凶
数
や
集
積
所
に
は
ご
み
の
収
集
・
処
理
作
業
の
能
率

明

、
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1
L
・
山
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
が
あ
が
る
な
ど
成
巣
が
あ
が
っ
て

一

ご

み

問

題

に

取

り

組

む

一

襲

収

集

回

数

と

袋

署

は

、

い

ま

す

。

古

市

従

来

ど

お

り

で

す

。

も

え

る

と

み

一

塁

率

連

合

会

長

鈴

木

智

氏

一

の

収

集

日

が

変

わ

る

だ

け

で

す

。

分

別

収

集

は

日

一

一

語

違

い

の

な

い

よ

う

に

。

年

度

を

目

標

に

h

p

た
い
と
患
い
ま
す
。
一
一
質
問
回
数
が
増
え
な
い
の
に
、

九

九

城

徹

重

量

私

た

ち

市

民

も

一

人

一

人

向

な

ぜ

曜

日

の

変

更

が

必

要

で

す

聾

収

集

霊

祭

愛

と

喜

一

輪

γ
〓

騨

ゐ

妥

結

心

を

も

ち

、

ご

み

間

引

か

。

に

、

新

し

い

平

塚

方

式

の

推

進

の

一
伊
鍔
際
!
題
に
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
不
霊
童
の
み
な
さ
ん
に
定
着
予
定
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一

A
暴
言
警

1
4
A鳴
い
と
怠
い
ま
す
。
出
し
て
い
る
収
集
臼
を
変
え
る
と
と
課
長
も
え
る
ご
み
の
収
集
区
日
朝

一
今
臨
の
も
え
る
ご
み
の
収
集
刊
は
、
大
改
革
で
す
。
こ
れ
を
あ
え
の
体
制
が
綴
っ
た
段
階
で
、
六
十

一
行
政
全
般
の
克
直
し
を
関
わ
日
の
変
更
は
、
全
体
計
画
の
手
一
て
変
更
す
る
の
は
、
第
一
に
、
分
一
年
度
を
自
途
に
、
目
下
準
備
を

一
れ
て
い
る
作
今
、
ご
み
に
つ
い
始
め
と
開
い
て
い
ま
す
。
今
後
押
敬
し
て
い
る
収
集
区
域
を
、
地
区
進
め
て
い
ま
す
。

一
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
対
策
が
立
て
ら
れ
叩
ご
と
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
収
な
お
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い

て
」
の
さ
つ
な
と
き
、
市
ぎ
る
か
、
厳
し
い
自
で
一
見
守
り
ふ
重
り
集
中
聖
が
で
き
、
余
分
て
は
、
対
象
区
域
ご
と
に
、
説
明

一
み
問
題
に
つ
い
て
改
革
案
を
打
が
ら
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と
点
な
走
行
が
滅
り
、
経
費
節
約
と
効
会
を
品
開
い
て
お
騒
い
し
て
い
く
計

一
ち
出
し
た
ζ
と
を
高
く
評
価
し
思
い
ま
す
。
同
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。
第
一
一
に
、
商
で
す
。
そ
の
と
き
は
と
協
力
く

3

1

-

+

t

h

キ
土
檀
笠
中
配
車
に
よ
っ
て
収
集
車
の
だ
さ
い
。 も

え
な
い
ご
み

は
変
更
し
な
い
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平
塚
市
と
東
海
大
学
で
は
、
文
化
・
産
業
・
行
政
・
学
術
分
野
の
幅
広
い
範
磁
の
交
流
を
し

よ
う
と
、
十
一
月
十
三
日
中
央
公
民
館
で
一
調
印
式
を
行
っ
た
。
調
印
式
に
は
右
川
京
一
市
長
者

始
め
市
の
関
係
者
と
、
東
海
大
学
か
ら
は
穏
垣
居
間
学
長
以
下
大
学
関
係
者
が
出
席
し
て
、
調
印

が
行
わ
れ
た
。
東
海
大
学
と
は
、
い
ま
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
交
流
在
行
っ
て
い
た
が
、

今
年
二
月
、
市
長
と
学
長
の
ト
y
ブ
会
談
が
行
わ
れ
、
も
っ
と
広
範
癒
な
分
野
に
わ
た
り
、
交

流
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
議
し
合
い
が
決
ま
り
実
現
し
た
も
の
。
異
体
的
な
布
〈
γ
流
事
業
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
。

市
民
相
談
室
幻

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

O
ー
人
樺
涼
種
相
銭
円
日
月
四
日
(
火
)
、
四
月
3
日
(
火
)

。
行
政
昔
晴
相
談
P

日
時
5
時
時

。
一
日
開
法
措
欄
駿
日
月
時
日
(
火
)
、
羽
田
月
5
日
{
木
)

日
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
瞳
話
で
も
可
)
、
日
時
i
M時

。
登
記
、
棋
紙
、
滞
盤
掴
額
四
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

。
住
宅
相
続
日
月
四
日
(
火
}
、
日
時
5
日
時

。
一
融
市
民
棉
談
嘩
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
鴻
費
生
活
摺
綴
日
月
詑
自
(
金
)
、
印
日
(
金
)
、
四
月
6
日

{
金
)
、
叩
時
3
日
時

。
下
一
輯
取
引
掴
畿
日
月
白
日
(
木
)
、
日
時
回
分
3
M時

。
定
剖
年
金
担
輔
副
日
月
日
目
(
木
)
、
日
時
1
日
時

。
発
明
審
議
特
許
措
銭
日
月
9
日
(
月
}
叩
時
1
日
時

お気軽にご科用を
青
少
年
格
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)u
j七一一一一一

丹
、
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福

祉

会

舘

お

よ

さ

さ

=z

o心
震
ご
と
繍
談
聾
週
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
i
日
時

。
母
子
相
談
揮
週
月
i
壷
晦
日
、

9
時
3
日
時
四
分

。
車
嬢
泥
滋
据
絞
揮
咽
瑚
宵
円
，
、
金
曜
日
、

9
時
S
M時

。
高
齢
噂
輪
車
議
鱗
嘩
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
四
分
i
珂
時

土
曜
自
は
は
時
ま
で

。
帯
人
揖
融
制
華
咽
珊
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
白
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
3
日
時
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。
自
転
率
に
乗
れ
な
い
入
で
も
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る

O
交
通
規
則
を
知
ら
な
い
人
が
溺
転
車
に
乗
っ
て
い
る

こ
れ
で
事
故
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
グ

車
問
少
年
非
行
は
、
量
的
に
は
若
干
の
減
少
傾
出
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
打

の
低
年
齢
化
、
集
邸
化
、
悪
質
化
が
著
し
く
、
特
に
、
女
平
非
行
が
沼
立
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
ほ
ど
キ
塚
市
青
少
年
相
談
室
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
上
半
綴
青
少
年
非
行
化
防
止
活
動
報
告

書
を
ま
と
め
た
。
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
。

一
決
を
一
図
っ
て
い
る
。

一
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
相
談
件
一
件
な
ど
と
な
り
、
中
・
高
校
生
が
次
い
で
一
多
一

一
数
は
、
官
臼
二
十
六
件
と
、
昨
年
同
一
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。
一
い
の
が
事
の
百
六
十
七
件
て
一
一
電
話
語
談
話
件

青
少
年
相
談
窓
で
は
、
青
少
年
一
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
通
切
な
助
一
期
と
比
べ
、
一
手
九
件
培
加
し
て
一
内
容
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
一
こ
の
う
ち
女
子
が
九
十
二
件
と
回
一
電
謡
に
よ
る
棺
談
は
、
上
半
鍛

の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
悩
み
、
問
題
に
芸
品
導
に
努
め
、
問
題
の
単
一
期
解
一
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
談
は
、
主
に
一
が
登
校
拒
脊
を
含
め
た
身
上
指
導
一
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
風
俗
営
業
一
で
二
十
六
件
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

家
族
(
五
十
件
)
、
警
察
(
四
十
一
で
沼
十
五
件
あ
っ
た
。
次
い
で
、
一
取
締
法
の
改
正
に
よ
り
、
ゲ
1
ム
一
昨
年
河
期
に
比
べ
七
件
減
少
し
て

八
件
)
か
ら
の
も
の
。
一
不
良
交
友
二
十
三
日
件
、
家
出
、
無
一
場
等
の
出
入
り
で
指
導
を
行
っ
た
一
い
る
。

時
議
別
で
み
る
と
、
中
学
生
が
一
断
外
治
十
八
件
、
シ
ン
ナ
ー
等
乱
一
の
が
百
六
件
と
急
増
し
て
い
る
。
一
相
談
内
容
は
、
身
上
指
導
が
十

最
も
多
く
四
十
五
件
で
、
次
い
で
一
用
八
件
、
窃
盗
八
件
、
姦
千
七
件
一
学
識
別
で
み
る
と
、
高
校
生
が
一
二
八
件
と
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。

高
校
生
四
十
一
件
、
小
学
生
十
昭
一
な
ど
広
範
頭
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
百
九
十
五
件
(
五
回
計
)
と
、
大
一

?
-
-
i
f
h
・

?

l

f

‘

i

‘
一
半
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
中
学
一

要

書

で

講

義

一

員

七

鍔

一

生

百

二

十

一

件

(

一

一

一

一

許

可

有

一

1

1

;

d

d

一
職
少
年
六
十
二
件
(
…
一
軒
)
な
一

車
問
少
年
非
行
を
未
然
に
紡
止
し
一
こ
の
結
果
、
上
半
期
に
お
け
る
一
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一

ょ
う
と
、
愛
護
一
指
導
を
実
施
し
て
一
指
導
件
数
は
五
百
四
十
六
件
と
な
一
こ
れ
ら
の
青
少
年
は
、
市
内
在
一

い
る
。
こ
れ
に
は
、
専
任
補
導
員
一
り
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
百
七
一
住
者
が
六
四
軒
で
、
残
り
一
一
一
六
校
一

二
人
、
青
少
年
補
導
員
四
十
人
が
一
件
増
加
し
た
。
は
近
隣
市
町
か
ら
来
た
青
少
年
で
一

あ

た

り

、

叡

ビ

ル

や

繁

議

衝

を

は

一

あ

っ

た

五

じ
め
周
辺
地
域
ま
で
広
域
に
わ
た
一

。
、
毎
月
二
十
翻
前
後
行
っ
て
き
一

た。

(3) 

七
夕
」
桜
庭
山
霊
(
都
内
世
田
谷
宗
務
が
関
か
れ
る
。
塞
屡
》
隣
り

区

」

一

近

所

の

も

め

ご

と

、

借

地

、

借

家

守
特
選
管
木
英
雄
(
伊
勢
原
一
に
つ
い
て
な
ど
お
霞
り
の
方
、
お

市
)
、
石
塚
文
助
(
横
浜
市
)
、
海
一
気
軽
に
ご
相
談
を
。

野
八
郎
(
横
須
賀
市
)
、
関
本
高
一
マ
日
時
ロ
月
3
日
(
火
)
午
後

明
(
南
原
)
、
角
谷
光
夫
(
代
官
一

1
待
5
4時

2
5
町
)
、
関
口
和
雄
(
都
市
川
品
川
一
マ
場
所
市
役
所
市
民
相
談
窓

俗
一
一
民
)
、
回
中
幸
一
(
横
浜
市
)
、
村
一
(
内
線
一
一
九
一
一
一
)

ぷ
一
上
保
(
小
田
原
市
)
、
森
繁
秀
夫
二
人
権
襲
華
麗
]
敬
称
略

ふ
一
(
横
浜
市
)
、
山
口
貞
雄
(
平
了
和
田
良
助
(
蓋
平
お
お
)
議

繍

一

塚

)

一

話

mMl四
五
O
ニ

問
山
一
マ
入
賞
(
以
下
内
内
の
方
の
み
)
て
大
木
文
子
(
八
重
咲
町

4
1

抑
一
小
宮
芳
美
(
横
内
)
、
角
谷
光
夫
一
4
)
電
話
幻
i
一一一一六六

弥
一
(
代
官
町
)
、
蓑
口
省
一
ニ
(
中
一
・
企
島
寅
松
(
明
石
町
9
6
)

権

一

望

)

一

鷺

諮

れ

l
一
O
八一

ー
一
円
v
佳
作
沢
市
出
馬
夫
(
横
内
)
、
一
・
志
村
良
平
(
平
塚

4
1
日

!

一
角
谷
光
夫
(
代
官
町
)
、
蓑
口
省
一
日
)
電
話
同
幻
l
O五一一一一

第
三
十
五
昭
平
塚
七
夕
ま
つ
り
一
マ
最
優
秀
賞
「
七
夕
夜
景
」
石
一
=
一
(
中
皐
)
、
山
口
貞
雄
(
宝
塚
)
了
大
久
保
智
治
(
高
浜
台
お

筆
具
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
一
一
塚
議
(
寺
回
縄
)
一
〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
}
一

4
)
電
話
幻
i
二回九一一一

般
の
部
に
七
百
十
七
点
、
フ
ァ
ミ
一
マ
優
秀
箆
「
わ
あ
き
れ
い
」
岩
一
マ
入
選
大
庭
正
一
(
城
所
)
、
一
・
沖
津
キ
ヨ
(
大
神
二
七
五
一
)

リ
l
の
部
に
百
九
十
三
点
の
応
募
一
回
年
一
(
都
内
足
立
区
)
、
「
ミ
ス
一
蓑
口
光
子
(
中
農
)
一
篭
諮
問
山
l
O六
七
O

が

あ

っ

た

。

一

i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
i
l
i
-
-ー
で

宍

倉

敏

雄

釜

町

8
1
笠
竜

審
査
の
結
果
、
ソ
フ
ト
な
色
の
一

b
E
E
A
E
F
?
ム

b

一

話
2
1
0五
七
二

発

色

に

よ

り

七

五

り

を

と

ら

え

一

人

権

伊

ι尊
さ

を

一

京

一

雄

(

入

野

一

八

六

1
1
一)

た

、

市

内

寺

田

縄

に

お

住

ま

い

の

一

一

電

話

幻

五

一

一

七

三

お

一

審

輔

さ

ん

の

作

品

「

七

夕

夜

一

回

同

月

3
日

人

権

法

律

相

談

開

く

で

細

野

冴

子

(

夕

陽

ケ

丘

幻

景

」

が

最

優

秀

賞

に

避

は

れ

た

。

一

一

日

)

電

話

幻

六

五

回

O

各
賞
の
入
選
者
は
、
次
の
と
お
一
十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
一
商
品
見
し
、
他
人
の
権
利
を
侵
さ
な
プ
秦
杢
昭
(
篤
入
本
町
H
m
)

り

。

〈

敬

称

略

J

一
ま
で
の
一
週
闘
は
、
人
権
週
間
で
一
い
よ
}
つ
~
心
掛
け
よ
う
。
…
電
話

n
i二
五
O
一ニ

〔
一
般
の
部
}
一
あ
る
。
お
互
い
に
人
権
の
尊
さ
を
一
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
人
権
法
律
相

2輪車安全運転5刻

①ヘルメットの着用

②安全速度の厳守

③カーブでの徐行

④ 時停止の励行

③交差量点徐行と安全確認

愛護指導

家出・無話器外治

遊技場出入

の

意

意L

理

欽

そ

補
従
事
務
所
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
か
ら
保
育
盤
に
入
顕
在

希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
申
し
込
み
で
き
る
方
子
供
の

保
育
に
あ
た
る
方
が
、
働
い
て
い

た
り
病
気
だ
っ
た
り
し
て
、
昼
間

子
供
の
船
出
制
閣
を
み
ら
れ
な
い
家
庭

な
ど
マ
申
し
込
み
用
紙
の
鹿
布

・
期
間
立
月
m
B
(木
)
1
2

月
幻
自
(
土
)

・
時
間
午
前
9
時
i
t
後
4
時

(
土
曜
日
は
午
前
中
)

・
場
所
福
祉
事
務
器
削
兎
叢
朝
間

な
お
、
用
紙
の
一
総
布
お
よ
び
入

潜
受
け
付
け
の
際
、
家
庭
の
状
況

等
を
お
聞
聞
き
す
る
の
で
、
直
接
保

護
者
の
方
が
来
て
い
た
だ
き
た

い
。
受
げ
付
け
は
、

1
月
日
四
日
か

ら
1
月
四
日
ま
で
行
う
。

マ
問
問
い
合
わ
せ
先
市
児
童
課
保

育
係
(
内
線
二
一
回
)

く

そ子育て/家庭、地域の役割

いま、私たちができることは

青少、年の健全育成を願って、みんな

で態見を出し合おう。多くの方のご参

加を。

舎と さき 11月初日{ニ1:)

ところ 大野中学校体育館

@とき 12J'l 14 El (ニ1:)
ところ神田中学校体賓館

担虫 食倒昔話広報課広聴係

き

ところ

出演間体

人形芝居の蔀・高浜高校乙女文業部

.前鳥""

富良務の都・ほっくり節保存会

はやしの蔀・喜吉鳥曜子樺存会

.田村ばやし探帯会

担当社会教育課文化財樺護部

師事

1213 1 B (臼)
午後l時閥横入場無料

中央公民館

と



(4) 

第
十
二
回
ひ
ら
つ
か
市
民
市
が
、

十
月
二
十
臼
(
日
)
、
東
海
道
本
通

り
歩
行
者
天
間
国
で
閤
聞
か
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
夫
留
の
両
側
に
は
、
約
百

五
十
の
市
民
の
同
国
属
。
手
作
り
の
山
聞

を
並
べ
た
こ
の
倒
庖
は
、
商
業
の
た

め
の
お
庖
で
は
な
く
、
市
民
と
市
民

の
ふ
れ
あ
い
の
お
活
で
す
。

会
場
の
人
出
は
大
変
な
も
の
で
、

七
夕
を
思
わ
せ
る
程
の
に
ぎ
わ
い
n
/
F

バ
ン
ド
演
奏
、
鼓
笛
演
奏
、
一
輪

車
の
演
技
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
挑
戦

四
百
れ
の
絵
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
お
も

ち
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
、
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
の
市
民
広
場
が
こ
こ
に

あ
る
と
い
う
印
象
の
ひ
ら
つ
か
問
{
氏

市
で
し
た
。

長右 手25?守i7言言語詰言iz講社絹輪選襲 J525L 5J…一
12高時ロードレース大会 Y語占ま 老雪月初黒午 E11票角習交 動伊 :皇室ご日差襲タ地竺舞

i1112湾1財産小学ぶii!iij!ii;i2iHF :!?同ii1ム
は 苦言己水旬、ル 30 かス、パヤキ十ノスボーソーる、や、主主
同 嘉入)量点 l 分ら言曹‘ い1 ノ円、 ー匂組高各窪百 駒~教

IdZAiEMf-;F13:ihHaii年21iiiiihiitiiijfjj
F;ifiiiliiF13i;iitiiiiiiiiii:iii出;!?iisiii

3 恵 2 デ・西・る.拝・ IJ 3塾・豊 3芝 帽

日
月
例
会
務
く

ト
11月23日(土)

市民センターホール

1時30分持者場、 2時機揖

ー演事豊 平塚吹饗楽愛好会

-重量eI ガーシュイン特集、パジのアメリカ人

ボギーとベス、ナイトパーズ

ファンダンゴ、恋のカーニパル

とき

ところ

クリーンひらつか

24罷{自)
午前8時から

当日は午前 7時に花火で予告の合図をしま

す。雨天の場合は順延 (12月 1日〉

津署揚するところ

構患者~1'寸返却道路

噛広場、公霞寄託証共の場所

事平等海岸

平理市英化運動実施本部

とき

主脅富市渓センター電話32-2235



第2、第4月曜日です

留ま告に税関できます。(書華料開放)

晃義主字三三ゃ
Ii^'害容袋三平話
-， t::'-ぺ壬ドサ球児
主主力オ治上じンn-jf主J
ま、谷、ラ中の

れ十パモイ心活
~のズ陽性
わ月 Jレ第ひ[;51七
つ中ローら持3を
た句 I歩つま凶
品工にドとかちろ

鼓護隊，

;=}谷止海
五パ生さ潜
臼 lまれ本
か Jレれる i車
らむ変こり
!わとの
毎ドるに歩
日通業な行
午りいっ者
前は物た天
十、公。時

時ト閣 は
かー結; 廃

だ前誕とら
け六生、な翌

1 と時すり日
l なかる、午
1 るら 。宥7育ち

十車し六
11 P寺「ぬし、日寺
1 まの歩ま
{ で i涜行で
: の行者交

l Eb名義望
i 酪午がめ

"寵の mJわ
出区かせこ
だ間ら、の
けが紅新
の、谷谷し
歩三ハ汀い
り:ヱ!士歩
者月中~~ 1子
天八口鰻辛苦
沼日 l永 3首

C三二とかド瀬彪
しらます丙}ご

l 輯 J ヨて口で絞合
も急 c--:闘 でり東新
c:=二、か海廃設
管室事 そ~ j藍吐さ
1 ぷ三工の jモアドされ
t 列 fflU~車れる

ののり主主、♂日立cζ ヌ

警?ヰー室
長j還証言夫
夕、り主主臨
fゴだ末は

スカ者け J重

{戸tt る J疋叩 J

竜:まな。[耳芸蓄
話平才 ~á g 暴
31域 -h 民!併 w

喜善2号
駅周辺や紅谷パールロードl士、放雪則六おo のく乙り
号室自転車の禁止区域となっている。~週間 存

自転宅を放賢しないよう三協JJを。 課り 悲喜
"百 C

リコ

。われ三 ギネ3

2 v 山 マ{とト 台塚 |附干属 f五ママ i二子マ符マ者寸前マ

位手足 j41事ぎ元主宰ま左大生 3喜望一司f宮5ふ普ヨ嘉言語品事
主 守;1立十主義 o 0 会号室年トー ム全十二 六 τて家主雪氏込切 J 当料校l{受
ム ・5事 熱の~ '1~ :::ヱエム 0 館市穐名みり 5 ・日 完格十士市
昇芝渡森綾子 戦出関女ト1 グ， 'ク ~I勾民 E7-7 四 J 男持五以 11斗
ド勝支直勝〕 言書主語:三(/)女、等監霊長長;;手.デ参再与需詰査
i富鱗栂多 薮吉崎弓毒事苧鋭 空 lpsdよ議官日事 ~2 寝 室経幸
イ立錐 ・日ヨ 称、八 が F可思主主苔 i毛 I つ業き(♂ 40

3 費 図書次 見戸l ペ、 Aユ 話 え、に* 歳。 芳三 五存
LLi . ム 〉の間 的平 3'I見、所、) 以努 三三 重詰 iF 
電旅 きト d ~ d 1:婦ムム = マ vv 12比窪マ平マのマ
嘉行間と歳二 1?7_ 5_と合 j 事国フ 調議議恥 持主主委ロキ奈|コ塚集と鰐
23ゼいな以人仁3日比なわ/乗鉄 jレ 綬港湾離間 参返立E二謬半 1駅合き日
lン合日 J二の面開忌るせ夫り λ 場轍ゑゑ認 す警警察帰 i分ス改場は
土タ Jつものう隔月1用とて婦股線品 鱗繍麟 る 着二形 3判所 111] 

三よさ 警句十八六記長Z警ZL 警奇警 お吉言言字会芸主午 25
0 ラ、 はど万 JjJjでが 〆ぬ 究穐綴務事詐 ノ-".Fτ4 手怨 l へ前 5 日
)ス問 、ち円円五き八ンおン 1'¥ i 弁十 時塚田二
ヘカ欽 瓦ら 千る fノミ得宅ス A勺 A 当円 ご-宮 日寺臼日
o 1 、ド 千出 円。八スな n主抗 、 ろ奪移| ま、
F皆様内が 歳。フ_Q_ l'入'¥ /}く '-'iji:を記上ヒで雨
日 r]1七 以夫 1茎 f自 約下王告に天

市内…長司罷Rf云 1月12!3 (羽)
き需要量在護軍云 2J号23臼 (Eヨ)

開誼種菌 卓球、バドミン k ン、パスケット、

軟式痘球(1 3--16時〉、ノミレー (16'~20時〉

噛コース 市役所山域中学校(5民間28_3km)

嘩チム構成監督し選手 5、補欠 2、計8名
疑各輔笥とも、ラケット、シャトJレ、ポーんは

c必ず各串持事を。〈体育躍には用意してありませ

んハ

12J考古釘{月)午後 1 袴~8 袴
12}守2313(月) l! 

運動のできる顕設で参加し、上ばぎ用の運動

ぐっそ用意してください。〈館内は土足瞳禁で

すJ 輯技場内での歓食は禁止とです。
控当 体膏霊祭電電髄31-3060

。市内一蝿の費格 10月 1日以前より、出場地区に

居住及び注民登掃をしている高校生以との方。チ

ム編成は、各地j烹体育振興会単位とし、 l会長区

2チムまで。

く〉実業E習の撞掛市内心会社、事業所で編成するチ
ムで、 10月 1Bから引き続き勤務している者コ

チム編成は、 1事業所 2チムまで。

。メンノ宅一謹出箆 市内一周はね月 9日午後 5時ま

で、実業団は 1月四日までに、見附台体育館内体

育課電話31~.~3060へ提出する。



マ
銀
賞
大
曽
線
ひ
ろ
子
(
大
野

一小
1
年
)
、
ゃ
ま
だ
た
か
ひ
ろ

一
(
大
原
小
1
年
)
、
山
田
忠
人

一
泥
水
小
2
年
)
、
山
由
恵
輪

一
一
(
大
磯
小
2
年
)
、
樋
木
崎
毅

一
(
真
土
小
3
年

)

門

(

送

料

一

二

百

円

)

一

[

毒

殺

草

牟

の

都

}

マ

頒

布

場

所

平

塚

市

襲

警

一

審

護

主

文

の

欝

}

二

塁

ヱ

芸

盆

栽

票

率

塚

グ

ル

一
マ
金
賞
大
崎
明
寛
子
(
大
原
小
4

一
史
編
さ
ん
係
(
図
誉
館
西
側
)
一
審
察
官
会
員
の
皆
さ
ん
が
習
っ
一

1
プ
展
}

一
年
)
、
池
谷
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移動図書館あおぞ、ら号の日程

111月四日 12月 7臼

11月19E-l 12月 3日

※吉沢公民館 111月四日 12月 38

※松延小学校 111月初日 12月 4臼

金目小学校 1 11月21臼 12月 5日

※みずほ小学校 111月 218 12月 5日

※万回貝壕市営住宅 1 11月22臼 12月 6日

帯主主寺 111月268 12月訪日

※量豊田公民館 111月初日 12月 10日

※田村ちびっ子広場 111汚27日 12月 11日

城島公民館 111月四百 12月 12臼

※問崎公民館 111月 28臼 12Jl12日

※金田公民貧富 111月四日 12月 13日

-開設時間 13時 30分-14時 30分 ※印 15 
時 -16時ふじみ野間地集会所は14時 -16

時・雨天のときは、中止となる。

期目、星座と普主患の見え方や、この翠車に関

する人々と天文田麓史について解説する。

・投野日時土曜日 14時、 15時30分

日噌白日時、 14時

台ハレー毒事墨観望会

望通輯で茸星む観望に挑戦する。書加由曲。

くもり空や雨天のときは中止。

・12月 7日(之) 18時~即時
• 12月13日(金) 18時-20時
・1河口日{土) 17時30分 -19時

合体舘お 毎週月曜白、日月羽田、月末

ロ博物輯キ25時亀間関112-41電賠33-5111

る

合自然観察会(生物)

動植物の冬越しを観事するo (南天中止〉

・口時 12月 8日(日) 9時-15時

・場所 メミ磯町鷹取山付近

・申し込み 11月25日までに住揮はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。

女子供フェスティパル

腕画とゲームむ華しいつどい

・臼時 11月23日 {こと) 13時30分-15時30分

・対象親と子100人(先着踊)

命体錯隠 聾週月曜日、 11月24日

食曹世草書歯

〒剖識調町12-41 費量酷32-7029

カ特別産量 f1986ハレー馨墨JlJ
76年ぶりに田婦レたハレー慧星について、

そ白構造や鵠去の樫史、今回目接近のようす

や探査計画、そして見るための手引きなどを

麗示する。

・期間 12月 1日(日) -1月四日(日)

ー場所博物館特別展示室

すプラネタリウム fl、レー著書星j

ハレー茸星が日本から一番見やすくなる時

立体験学習「おかざり作り」

文かざり、輪かざわ、ごほうじめなど、

お正月のおかさりを作る。

・日時 12月15日〈町四時~日時
・場所博物舘科学教室

・申し込み 12月 5臼までに性揮はが者で。
多数のときは、抽せんで40人。

小観・文学

鴎外探常

サラリーマン犯罪図鑑

逢えるかも知れない

ジェームス三木

出世の英学 輩出行二

背広告書た博 中村豊秀

浦辺来予のあたしゃ女援ですよ

浦辺条子

芦沢博文の娘よ 芦沢博文
パリ感覚 渡辺守童

シベリア、ウクライナ私の捕虜記
撞藤敏雄

推理作家の発惣工房 南 }if三拍車日

古典の主人種 加藤富一

i激石のロンドン風景 出口保夫編著
家庭・生，苦

図解.f主まいの増改築
二世帯住宅のノウハウ

家庭の健康便利帳

ファッション革命

京・銘茶めぐり 鈴木宗厳

七宝輔のすすめ 三浦明子

こまったときの文書の書き方
松山彰

社金科学・その他

拝啓マッ

名もなくすがしくしたたかに

110太こうじ編著
世紀末の臼宜と世界

ポーJレ.A'サミュエJレソンほか

紹流企業リーダーの頭の中

広中平祐

朝礼の話材 163選 宇治野寝泊

サラリーマンおもしろデータパンク

現代情報科学研究所線

女性がいちばん美しく見えるとき

荒時政雄編著

生涯教育のアイデアと実践

ぎょうせい

子どもを悼ばす母線暗示術

多期輝

}II上音二郎の生涯 井上構三

老齢化社会 池}II 論
江ノ鷺讃歌 吉 111文夫編著
淡このタトにもいろいろ新しい本が沢

山そろえてあります。

こども蜜の

新藤かみしばい

かわいいモウちゃん

おはなしできた

はんそうこうポンちゃん

くまのクーちゃん

ぼくのあしあとおかしいな

あくびくん

はしれげきごう

びょんたくんのおかたづけ

その他にもいろいろありますので

ご利用ください。

すこども綬ii!il会

<:))11月24自{自) 10時、 14時・ 3階ホール

「忘れられた人悟j カラーアニメ14分

「思り由キングコングJカラーアニメ20分。12月15自(日) 10時、 14時 . 3階ホール
「どらえもんJカラーアニメ16分
「コン太と轟の仲間たち」人時劇20分

す狭霊霊会

@11月17毘{田) 10時、 14時・ 3階ホール
「ジヤツカルの日Jカラー 2時間23汁 ド
ゴール大統語暗殺のため、ブロの殺し畳が

パリに帯入。車作フレデジック・フォ サイ

スのスリル・サスベンス。

む 12月22臼{自) 10時、 H時 咽 3階ホール

「家旗の構図Jカラー31升文部省選定、
教育映簡事最慣秀作品投受賞

「芹沢措介の莞の世界」カラー35分

台間輯時間

・貸出室、参考室 9時-16時50分
・こども室火~土嘩日 日時-16時50分

日曜日 9時-16時間分

合体韓日 毎週月晴日、日丹羽田、月末

合隠醤轄 苧出境問町12-41電電酷31-0415

642 



盤対委表 2撞 6か月までの乳幼児
盟会場平車保瞳所

瞳日糧 12月 2回、 9日、 16日

韓時間午前 9時~10時30分

盟申し込み 電話で平壌保瞳所 (32

0130) へ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯科教室の受講を。

生撞10か月から12ヵ、月未満の蔀ち

ゃんが費ける憧鹿詩査。くわしいこ

とは平単操瞳所 (32~0130) へ。
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口

明

日

咽

日

一

平

塚

保

健

所

で

は

、

健

康

づ

く

一

J

一一

叩

マ

吋

叩

4

富
山
革
金
一
法
が
改
正
J
d
れ
、
栄
一
わ
る
の
か
一
り
を
閥
的
に
健
康
状
態
な
ど
の
チ
一
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
を
対
象
一
マ
各
公
民
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

日
開
明
日
目
一
年
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度
が
二
マ
講
師
上
智
大
学
文
学
部
講
師
刷
一
エ
ツ
ク
と
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
一
に
、
市
民
病
院
で
投
与
を
行
う
。
一
予
防
接
種
会
場
(
当
日
の
み
て

月

前

日

月

引

一

新

さ

れ

る

。

一

山

崎

泰

彦

氏

一

マ

対

象

お

歳

ら

ぬ

歳

一

マ

臼

時

日

月

幻

門

口

(

水

)

午

後

一

駅

前

市

民

窓

口

セ

ン

タ

ー

、

市

役

判
同
町
、
d

同
町
一
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
年
金
制
度
一
マ
申
し
込
み
日
月
初
日
(
土
)
一

7
8程

1
コ
ー
ス
2
臼
間
同
(
予
一

1
時
1
2時
一

所

健

康

課

江
田
印
剖
明
日
間
一
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
暮
ら
し
の
一
ま
で
に
、
電
誌
か
は
が
き
で
市
地
一
約
制
)
一
円
V

料

金

一

一

千

八

百

円

一

肘
日
日
日
付
口
百
一
勉
強
会
高
く
こ
と
に
な
つ
え
一
域
づ
く
り
諜
市
民
生
議
員
一

i
臼
白
日
常
生
活
の
チ
エ
ツ
一
マ
申
し
込
み
背
習
ま
で
に
一
マ

j
ク

の

い

ろ

い

ろ

立

問

問

晴

E
E
5
2
(円)
午

前

一

二

三

)

へ

。

一

ク

と

長

学

的

検

査

(

、

語

、

一

市

議

震

事

謀

議

語

。

一

id

【
日
目
立
{
日
目
一

ω一
時
し
か
ら
ロ
時
ま
で
一

1
1
1
1
一
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
、
費
一

O
一
五
内
線
二

O
六
・
二

O
七

)

一

汽

判

明

判

一円
V

会

場

平

塚

市

教

育

会

館

一

、

一

血

、

血

圧

、

尿

検

査

等

)

一

へ

。

一

同

四

一

世

間
一
マ
一
7
1
2

マ

年

金

制

度

は

ど

う

変

一

必

す

受

け

よ

う

ナ

2
自

体

力

望

(

ふ

喜

一

一

軸

/

域

主

一

一

一

般

健

康

診

査

一

昇

降

、

上

体

お

こ

し

、

費

一

予

防

接

種

カ

レ

一

五

戸

L
E

一

一

垂

直

言

語

横

と

び

き

一

ン

ダ

i
を

配

布

一

襲

製

品

の

取

り

扱

い

壁

一
日

4

L
一

一

信

分

の

健

康

状

態

を

自

分

で

管

一

一

お

よ

び

祭

最

率

一

一

ア

イ

ロ

ン

か

け

に

お

い

て

、

浅

ご

立

一

一

理

し

て

も

ら

う

た

め

、

羽

十

歳

以

一

マ

料

金

一

二

千

五

百

円

一

言

接

種

カ

レ

ン

ダ

ー

が

ほ

し

て

布

を

、

必

要

と

す

る

と

き

は

、

当

七
日
恥
村
一
上
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
一
マ
申
し
込
み
電
謡
で
平
塚
保
健
一
い
方
は
、
次
の
会
場
に
讃
い
て
あ
一
て
布
の
図
柄
が
付
記
さ
れ
て
い

糟

時

肝

は

一

健

一

腰

掛

肘

査

を

実

施

し

て

い

る

。

一

所

2
1
1
0
一一ニ

O)
へ
。
一
る
の
で
、
ご
利
用
を
。
一
る
。

4

働

参

一

か

か

り

つ

け

の

病

院

・

医

続

一

詰

宗

一

(

市

民

震

は

除

く

)

に

ご

一

喜

一

小

児

マ

ヒ

生

ワ

盟

輔

輯

具

一

の

う

え

毎

年

、

自

分

の

誕

生

月

一

ク

チ

ン

の

投

与

一
に
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。
一

一
寸
検
査
内
容
心
臓
痛
や
循
環
器

一
の
病
気
な
ど
、
成
人
病
の
早
期
発

盟対畢乳幼児

輔相説日 毎週水曜日

輯時間午前 9 時30分~10時30分

盟企場保瞳センター

盟内容体重潤定、栄整、時気、育

て万、予防接種のことなど

輔対象 接瞳ご当日に満12か月を睦過

}して72か月未満の者

l 輯開業医・痛院で年間 (7-_. 8月を

除く J を通じて揖需できる。撞種日

年
金
制
度
は
ど
う
変
わ
る

翻構 1期・3間受ける

・対象 2議 (24か月)から 4嵩 (48

か月)までの幼児。なお、接縄問隔

は 2回、 3田とも 3週間から 8週間。

瞳輔 2期ー 1怒畳ける

・対象第 1期の 3l9.l自治t終わって

から 1年ι上 1年 6か月以内の期間
に受ける。なお、第 l期を卒めに受

けて、第2閣もなるべく尽く 4壊ま
でに終了するようにしていたたきた

し'0
輔3主購 1年以内にケイレン発作の

あった人は空けられない。

[12月]

18日 福祉会館、旭北公民錯、

液警豊田公民輯

19EJ 煙悔金軒、構内公民館、

大野公民館

20El 楳懐セン句 、

療中央農協土沢支所

を

日

ラ

。

加
、
l

、

m
J
ス
参

安
古
川
一
月
時
一
へ
、
持

ら

む

の

4

M

A

場
具
を

か

で

降

~

(

金

周

目

見

一

に

は

、

Z
ラ
イ
ト
、
婦
人
用
自
転
車
、
ベ
ピ
!

て

ま

以

分

一

接

託

道

一

持

月

弓

削

タ

直

筆

櫨

一

で

、

ご

7

3

4

宇

佐

。

明

ふ

と

ん

を

か

か

時

ン

目

、

裁

一

心

不

用

品

愛

輔

槽

輔

は

7
韻
っ
て
く
だ
さ
い

2
段
ベ
ッ
ド
、

京

ぷ

訂

て

聞

い

一

市

地

場

づ

く

り

課

市

民

生

活

偶

(

内

一

ポ

ー

タ

ブ

ル

ミ

シ

ン

、

英

語

教

材

(

ブ

心

妊

、

妊

、

午

保

み

躍

ら

一

縄

二

四

四

)

へ

。

一

日

夕

ニ

カ

)

、

世

年

少

女

文

学

全

集

定
(
臼
(
日
込
唾
さ
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
一
マ
韓
り
ま
す

3
1
4
議
女
子
義
明
、
一

(
5
1
6
年
生
用
)
、
ピ
ア
ノ
(
キ
ー

治
期

2

期
日
間
場

v

子

一

〕

、

一

、

一

主
前
月
控
月
時
会
申
母
ス
一
せ
が
非
常
に
増
え
て
い
w

る
。
た
だ
し
一
笑
v
ナ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
、
シ
一
ポ
ド
)
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
供
用
自

鶴
口
韓
日
臨
曜
輔
盤
ク
一
み
な
さ
人
か
ら
む
問
い
合
わ
せ
の
と
き
一
ン
ク
ル
ベ
ッ
ド
、
デ
ノ
キ
チ
ェ
ア
!
、
(
四
イ
ン
チ
、
羽
イ
ン
チ
)

消費生活モニター30人による10月の平均価格

サラタ油 700g 

しょうす由 1'{.んノてツク

イレット!
ベパ 1

60m4個人

廓周l 闇 1叩 g

鶏 卵 i MI0箆入

まあじ l 丸山Og

じゃがいも 1kg

みそ 1kg

食パン 1斤

と容 12}'l8 EI (日)

童書 1留午前10時-11時'40分

事事2密午後 1特30分-3時 10分

ところ 中央公民書官

・プログラム ぼくたちの田家、鹿十公鐙林

・蝉 重阜市内議中の小学生と傑麓者

[申し込み〕官製はがきに、午前・午後の部の

自立、参加希望者の枚数、保護者の住所、氏名を

記入のうえ、 11月即日(水)までに「平副平車

市追分 1-20平理市中央公民館Jへ申し込みを。
申し込み多数の場合は、抽選になる。(当選者

への通知は、入場#発送をもって換える)

期間 12 J寺告白働-12}'l8釘{自)

時間午前9簿~午後4時 30分

会場 中央公民重量ギャラリー

平塚市中央公民鏡、のこのこ、たぷの木



(8) 昭和80怒守司月守 5臼

揮
泉
歯
収
轟
覇
者
等
を
対
象
に
、

年
末
調
整
む
仕
方
、
各
種
調
書
の
書

き
方
な
ど
り
説
明
舎
が
開
か
れ
る
。

守
口
月
四
日
(
月
)
'
午
前
田
部

先
般
、
メ
キ
シ
コ

で
起
き
た
大
地
震
は

他
人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

も
し
、
不
幸
に
し
て
東
海
大

地
獲
が
発
生
し
た
な
ら
段
、
大

き
な
被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。飲
料
水
、
食
媛
、
医
薬
品
な

ど
非
常
の
際
の
備
え
彰
式
切
で

す
が
、
一
蚤
且
要
な
こ
と
は
、

ま
し
く
、
か
つ
必
要
と
す
る
情

報
を
、
市
民
一
人
一
人
に
漏
れ

な
く
伝
え
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
患
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
場

合
、
市
で
は
い
か
な
る
方
法
、

経
路
で
市
長
へ
情
報
を
伝
え
て

く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
部
号
大

冠王報b らつか

9
時
却
分
1
日
時
四
分
・
午
後
の

部

1
時
加
分
j
S
4
時
間
分

対
象
は
、
東
海
道
本
通
り
よ
り
北

冊
目
区
域
の
方

守
口
月
四
日
(
火
)
午
後
1
時
却
分

1
4時
却
分

対
象
は
、
東
海
道
本
通
り
よ
り
南

棚
田
区
増
田
方

マ
会
場
い
ず
れ
も
県
農
業
金
鯖

(
平
理
問
駅
南
口
)

国
民
参
政
問
周
年
、
普
通
選
挙
印

周
年
、
掃
人
幸
政
拍
用
年
を
記
念
し

て
、
講
調
会
が
開
か
れ
る
0

7
日
時
日
月
初
日
(
水
)
午
後
1

時
四
分
1
3時
加
分

マ
会
場
平
場
市
勤
労
会
輯

とき

マ
樟
題
選
挙
を
考
え
る

マ
講
師
早
稲
田
大
学
教
授
間
同

意
英
氏
県
民
討
論
会
を
間
関
く

マ
日
時
日
月
却
日
(
土
)
午
桂
1

時
四
分
1
4時

7
会
場
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館

マ
テ
ー
マ
生
謹
学
習
を
考
え
る

守
申
し
込
み
先
湘
南
地
亘
行
政
セ

ン
タ
}
県
民
課
(
雪
詰
泊
二
七
一

一
内
綿
六
O
一ニ)

守
臼
時
四
月
7
日
(
士
)
午
後
1

時
担
分
1
3時
回
分

守
会
場
平
塚
市
教
育
会
轄

マ
テ
i
マ
い
ま
、
湘
南
地
域
に
翠

ま
れ
る
も
り

マ
講
師
揮
日
新
聞
社
平
壌
通
信
部

川
島
錦
次
郎
氏

マ
申
し
込
み
日
月
羽
田
(
月
)
ま

で
に
湘
南
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
県
民

課
(
電
話
柏
田
一
一
七
一
一
)
へ

国
醒
協
力
事
業
団
青
年
海
外
協
h

障
で
は
、
障
員
を
募
集
し
て
い
る
。

7
締
め
切
り
日
丹
羽
日
(
土
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
国
際
交
流
誘

(
電
話
。
四
五
丁
一
一

O
一

一

一
内
練
二
九
一
八
)

マ
募
集
科
目
溶
接
科

7
訓
練
期
間

6
か
月

紡災無線と自主紡災組織をi轟じて

め
ら
れ
な
い
地
域
も
あ
り
ま
し
、
情
報
の
収
集
と
伝
達
を
行

す

。

い

ま

す

。

地

域

に

お

い

て

は

、

こ
の
た
め
、
戸
別
受
信
機
自
主
防
災
組
織
を
通
じ
て
、
こ

(
庭
内
煎
)
を
購
入
し
、
自
治
れ
ら
の
情
報
が
伝
達
で
き
る
よ

会
会
長
宅
や
学
校
、
公
民
館
等
J

う
市
内
の
各
自
塗
E
に
お
願
い

に
置
い
て
、
同
じ
放
送
を
同
時
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
世
自
が
の
自

に
流
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
主
防
災
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
ま
す
。
A
Z
韓
も
広
報
塔
の
充
実

小
学
校
区
単
位
に
、
十
人
か
ら
を
図
り
ま
す
が
、
自
主
防
災
組

十
五
人
ぐ
ら
い
の
市
の
一
職
員
を
織
を
通
一
じ
て
正
確
な
情
報
伝
達

配
置
し
た
地
域
拠
点
基
地
を
設
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

置
し
て
、
市
と
無
線
で
交
偉
い
。

A

広
報
課
v

問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
湘
南
技
能

訓
鯖
セ
ン
タ
ー
(
電
語
お
!
一
九
一
一

二
)
へ
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
六
十

年
度
盛
期
の
中
古
住
宅
購
入
資
金
融

資
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
ロ
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
屈
へ
。

ふじみ野臨地の防災無線塔

回
融
小
型
船
舶
揖
縦
士
試
験
が
行

わ
れ
る
。

マ
身
体
検
査
、
学
科
試
験
日
月
四

日
(
火
)
午
桂
1
時
、
実
技
試
験
は
、

後
日
市
内
札
場
町
で
行
う
。

守
会
場
平
塚
農
協
ピ
ル
(
八
重
現

町
)
マ
申
し
込
み
日
月
四
日
か
ら
受
け

付
け
る
。
日
月
叩
日
ま
で
に
財
包
法

人
日
本
モ
!
タ
ー
ボ
!
ト
協
会
商
業

事
務
所
(
電
語
O
三
五
回
一
一
一
七

一
二
一
一
一
)
へ
。

初
心
者
向
き
中
間
国
語
会
話
教
室
が

開
か
れ
る
。

ザ
日
程
・
夜
凶
同
教
室
揮
週
木
曜

B

-
昼
間
教
室
樟
週
火
曜
呂

守
会
場
市
民
セ
ン
タ
i
内

マ
畳
講
料
一
一
万
四
千
円
・
教
材
別

問
い
合
わ
せ
は
、
中
国
事
情
学
習

会
平
壕
教
室
部
(
電
話
O
四
六
七

国
i
O七
八
八
)
ヘ
ロ

放
送
大
学
で
は
、
来
年
度
由
学
生

を
募
集
す
る
。

マ
出
圃
期
間
四
月
2
日
か
ら
1
月

品
目
ま
で
(
先
着
順
)

マ
聾
演
由
請
求
返
信
用
封
簡
(
角

型
3
号
、
七
百
円
切
手
貼
付
)
を
開

封
し
て
、
〒
拙
千
葉
市
若
葉
2

日

並
送
大
学
本
部
あ
て
請
求
す
る
。

昭
和
現
挙
、
市
内
応
五
十
か
所
の
広

報
塔
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

屋
外
拡
声
機
の
た
め
、
騒
鼎
桑
寸

で
よ
く
一
聞
こ
え
な
い
地
域
や
、

広
報
潜
在
設
質
す
る
場
所
が
求

/' 

¥ 

問
い
合
わ
せ
は
、
神
奈
川
学
習
セ

ン
タ
!
(
話
語
。
四
丘
七
一
一
一

一
一
一
一
一
)
へ
。

あ
た
た
か
い
い

¥
U綴

号
』
ろ
っ

/

i
翰

〈
敬
聴
時
〉

マ
校
五
官
曙
祉
基
金
へ
咽
諸
橋
駒
次

五
千
円
、
山
崎
寛
一
路
五
千
円
、

花
水
老
人
大
学
問
窓
会
四
千
八
百

八
十
七
円
、
小
清
水
ツ
ヤ
子
三
万

円
、
鳥
海
糠
一
一
万
円
、
車
問
榔
幹

枝
四
千
六
十
円
、
金
百
中
学
校

-
万
一
千
三
百
十
九
円
、
撫
子
顕
熊

沢
五
千
内
、
高
梨
辰
男
十
万

円
、
武
井
新
太
郎
十
万
円
、
福
祉

売
忠
一
千
百
九
十
八
円
、
中
村
缶

五
郎
一
千
円
、
平
壕
北
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
十
万
円
、
神
部
孝
蔵

六
千
円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹

介
所
一
万
円
、
平
塚
市
民
プ
ラ
ザ

募
金
箱
ご
万
六
千
四
百
四
十
七

円
、
ド
レ
!
ブ
代
表
平
野
圏
世
ト

万
円
、
真
土
三
事
合
同
事
堅
四
万

二
千
一
二
百
三
十
九
円
、
こ
ゆ
る
ぎ
会

父
母
の
会
・
神
田
マ
マ
コ
!
ル
・
コ

!
ル
マ
ジ
:
ン
ブ
ル
i
代
表
山
崎
節

子
十
五
万
円
、
培
地
保
忠
魂
碑
奉

賛
会
長
高
橋
幹
第
五
千
円
、
平
埠

口
!
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
佐
藤
輿
吉

一
万
円
、
者
人
調
祉
セ
ン
タ
ー
判
用

者
有
事
一
一
間
二
千
四
百
三
十
九

円
、
市
民
プ
ラ
ザ
募
金
箱
五
千
七

百
九
十
七
円
、
府
川
掛
子
五
十
万

円
、
松
原
地
区
擢
貰
普
及
員
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
民
生
善
員
四
千
四
百

七
十
円
、
林
屋
酒
厨
二
千
四
百
九

十
九
円

マ
悲
喜
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
一
一
一
千

円マ
者
人
汲
び
身
障
者
描
祉
の
た
め

に
‘
江
藤
工
業
株
式
会
社
三
十
方

円

犬、ねこのi!K囲u史容
県動物保謹センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこむ増加と、犬、ね

こによる怠害を防ぐため、今回も択の日程で

いらなくなった犬、ねζ由巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jr犬の鑑
札Jr注射横車Jr費犬手曜jを持事のうえ金
場へお出かけを。なお、収容車の樺留時聞は

10分間。また、ねこは踊袋かダンボール箱に

入れていただ宮たい。

12J寺7毘(土) 12}'l1413 (ニ1:.)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 項賀公民臨

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 域島公民館 10: 00 富士見公民館

10: 30 金田公民舘 10: 30 中原公民鮪

10: 50 悶崎公民館 10: 55 旭公民館

11 : 10 金日公民舘 11: 15 吉沢公民輯

めてひとつ物とし、牛皮を小豆餅

で包み、さらに抹茶入白話(しろ

あん)を一つずつ包む本当白手作

り、甘味も抑えて現代思の和菓子

にし、これを、広重の理世絵「東

海道平理宿」より得た松を描いた

和紙で包み、砂輔かげん、塩かげ

んなども統ーして、本年3丹、全

市一斉に売り出した。

この和菓子は、ひらつヵ、名産品

選定委員会(平嘩市・平理商工会

議所〕によって、清酒大山泉、た

たみいわしと共に、平揮の名産品

に選定され、なお、かながわの名

産100選の中にも入った。

ひらつか名蔵品選定委員会は、

これら名産品と共に、推藷品 6、

特産品 5を選定しているが、これ

らはじめ、平揮の産物が、ますま

す研究され尭展し、全長盟各地町名

産特産に劣らぬ名声を樽るように

なれば、市民としても、向となく

庸身が広い。期待したい。

平理の盤という言葉が、菓子名

として市内外にアピ ルして撞の

昭和37年、市は平埋自主延町歌碑を

つくったa この歌碑は、市民セン

ターの内障梧讃かれている。

減おたずねは帯史舗詩人，部〈怒睡

3トー0429)へ{文貧国井弘〉

>76< 
σ3 

平壇にも、全箇各地の名菓に劣

らぬ菓子がほしいとの念願から、

平塚なでしこ会の当時の役員であ

った菓子舗慮月堂・喜楽の主人

〈先代)たちが中'C'となって、会

員皆でつくりとげ、昭和31年に売

り出したのが「まこもj包みのさ

お物「平塚の夏j であった。

この銘菓の名付け親は、当時の

市長故戸川貞雄先生で、そのヒン

トとなったのは、江戸から京都ま

での紀行文「平安紀行j白中の平

場にて

あはれてふたか世のしるし朽は

てて形見も見えぬ平墳の盟

とのかたびら〈ひらつか)むか

たへに亡、そのかみ三浦連江入

選定可世を遁れて身まかりしと

いひったみばかりにて、しるも

のなかりけり(後略〉

から樽られたのである。

この紀行文からすると、疲参事し

ずさんだE廷のように取れるが、こ

の言葉だけを取り出すと、平和な

のどかな感じにたってくる。

この銘菓は、さお物だけに 1本

の価格が高くっき、また、お客に

出すにしても、いちいち切らなけ

ればならない欠点があった。そこ

で金は考車し直iし@この欠点を改

事
に
対
す
る
喜
怒
哀
楽
の
表
現
が

あ
い
ま
い
な
の
で
す
。

「
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
も
感
情
が

は
っ
き
り
出
て
こ
な
い
か
ら
、

B

内
J

君
は
何
も
感
じ
な
い
子
じ
ゃ
な
い

(
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
学
棋
の

弓
d

作
文
を
み
る
と
い
ろ
ん
な
事
が
省

関
暗
い
て
あ
り
、
や
は
り
感
受
性
は
あ

話
再
る
ん
だ
な
と
思
う
し
、
そ
れ
な
ら

ど
う
し
て
も
っ
と
は
っ
き
り
言
つ

同
じ
く
自
分
の
子
供
で
あ
り
な
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
、

A
さ
ん

が
ら
、
自
分
と
し
っ
く
り
い
く
子
は
闘
っ
た
表
情
む
言
い
ま
し
た
。

と
、
そ
う
で
な
い
子
が
い
る
こ
と

A
さ
ん
に
、
子
世
た
ち
り
性
格

に
気
つ
く
親
が
い
ま
す
。

A
さ
ん
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

も
、
そ
の
一
人
で
す
。

8
君
は
、
普
段
か
ら
お
と
な
し

二
人
の
中
学
生
の
息
子
を
持
つ
く
、
問
を
す
る
に
も
間
引
っ
込
み
思

A
さ
ん
は
、
y
晶
場
り
か
と
言
う
と
案
な
子
で
、
そ
れ
に
対
し
て
C
君

ほ
が
ら
か
で
、
自
分
の
感
情
を
あ
は
、
積
撞
的
で
も
の
を
ハ
キ
ハ
キ

ま
り
抑
え
な
い
方
で
す
。
物
事
に
言
う
子
だ
そ
う
で
す
。

つ
い
て
は
積
極
的
に
取
コ
エ
二
戸
￥
ど
う
や
ら
A
さ
ん
に
‘

り
組
む
一
方
、
自
分
の

R7JF一
、
予
と
っ
て
、
し
っ
く
り
い

主
張
を
最
後
ま
で
押
し
誠

U
Nチ
ず
時
く
と
盤
じ
る
子
は
、
自

適
す
強
い
と
こ
ろ
も
あ
一
二
か
一
ピ
九
分
と
性
格
的
に
共
通
し

り
ま
し
た
。

A
さ
ん
に
一
E
7
4
h
7
4
8
た
と
こ
ろ
り
多
い
、
し

と
っ
て
、
一
一
人
の
筆
務

~
A
A
U
か
も
物
事
に
対
す
る
気

は
ど
ち
ら
も
自
分
が
い

1
4
J
7
持
ち
童
一
司
口
車
で
は
っ
き

ろ
い
ろ
細
か
く
気
を
配
っ
て
、
大
り
表
現
で
き
る
予
の
よ
う
で
す
。

切
に
育
て
た
子
供
た
ち
で
す
。
君
事
で
自
分
の
感
情
や
考
え
を

し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
表
現
し
に
く
い
B
君
と
、
こ
れ
か

長
男
の
B
君
と
は
ど
う
し
て
も
し
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
お
互
い

つ
く
り
い
き
ま
せ
ん
。
同
じ
事
を
の
気
持
ち
を
混
じ
合
わ
せ
る
の
か

話
し
て
も
、
弟
の
C
君
由
気
持
は
が
、

A
さ
ん
自
今
撞
の
課
題
に
な

は
っ
き
り
わ
か
る
の
に
、

B
君
白
る
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

方
は
ど
う
も
つ
か
め
ま
せ
ん
。
物

z
L
V
 
なもりと+J

 
受2

L
V
 ょ

や

Jら晶画自1hv なめ求

山
浦
樺
子
さ
ん
の
枠
品
(
中
鹿
中
三
年
)

御歳暮事も選挙がからむと禁止

政治家や幌補者などが、選挙区内の人に調歳

暮を贈ることは、公職選挙法で禁止されていま

す。

また、有権者が求めたり、受け取るこ ζ も違

反となります。

平塚市灘帯管理議員企・明るい滋帯推進協毅金

。巡飽羽程 llR16日〈土) 10時 -15時ダ

イクマ(平壇なでしこライオンズクラブ)/11月

19日〈火) 9時半~平揮農業高校/日月 278

(7..k)・ 28日(木) 9時半~ 高揖高校/11月29

日(金)10時-16時東海大学/11月30日(土)

9時半-12時半嘩留学技 13時 -15時駅北

口/12月 2日(月)・ 38 (火)10時 -16時東

梅大学/12月 5日(木) 10時-15時関西ベイン

ト/12月 6日(金) 10時-15時 キヤノン・コン

ポーネント開尭センター/12丹 9日(月). 11日

(ポ) 10時 -15時間西ベイント/12R12日

(木) 10時-16時東海大学

一献血ご協力ありがとうございました

東海大学575人、田中賞金属工業団人、富士チ

タン工業部人、半壊ライオンズクラフ179人、パ

イロット万年筆99人、古河特殊金属工業団人、日

本ヱアーフィルタ 65入、揮蝿センター(市民糟

鹿白日、富士見、崇替、南原地区) 95人、関内工

業91入、大江工聾67人、プラステク52人。
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